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■
職
場
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
新
人
さ
ん
が
入

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
　

森
下　

浩
子
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
組
合
事
務
所
に
オ
フ
ィ
ス
グ
リ
コ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　
　

知
久　

昌
司
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
石
油
が
私
た
ち
の
生
活
に
ど
れ
だ
け
多
く

関
係
し
て
い
る
か
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
　

藤
城　

直
美
さ
ん
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
悪
影
響
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
ど
ん
ど
ん
広
ま
っ
て
え
ら
い
こ
と
に
な

る
の
で
は
。

　
　

畠
中　

正
登
さ
ん
（
和
泉
市
職
労
）

■
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
よ
く
食

べ
、
よ
く
動
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　

岸　
　

博
和
さ
ん
（
泉
佐
野
市
職
労
）

■
４
月
か
ら
我
が
子
が
保
育
園
に
入
所
、
私

も
職
場
復
帰
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
仕
事

は
家
事
、
育
児
と
の
両
立
も
あ
っ
て
本
当
に

大
変
で
す
が
、
や
っ
と
慣
れ
て
き
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
も
、
我
が
子
の
か
わ
い
い
笑
顔
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す
！

　
　

文
野　

愛
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

保育所支部による和太鼓演舞

（解き方）二重ワクの５文字を並べかえてでき
る言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：新しく気象用語に

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
過
密
化
の
反
対

❹
旗
本
○
○
○
○
男

❽
足
の
先
端
。
○
○
○
○
立
ち

10
同
じ
意
見
。
○
○
○
を
得
る

11
凹
レ
ン
ズ
と
○
○
レ
ン
ズ

12
万
年
○
○
、
粉
○
○
、
○
○
見
大
福

14
ナ
イ
ン
と
イ
レ
ブ
ン
の
間

15
岩
波
書
店
発
行
の
国
語
辞
典

17
中
高
層
の
集
合
住
宅
。
本
来
は
大
邸

宅
の
意

19
卒
業
の
略
。
東
大
○
○

20
○
○
と
し
て
行
方
が
知
れ
な
い

21
瓢
箪
か
ら
○
○

22
海
驢
、
海
馬
と
書
か
れ
、
水
族
館
で

芸
達
者
な
人
気
者

24
自
ら
進
ん
で
職
か
ら
身
を
引
く
こ
と

26
柔
道
・
空
手
で
有
段
者
が
用
い
る
帯

27
長
さ
の
単
位
で
約
１
・
６
キ
ロ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
迷
い
。
葛
や
藤
の
つ
る
が
絡
み
合
う

さ
ま
が
語
源
と
か

❷
お
ろ
そ
か
に
扱
う
こ
と
。
物
を
○
○

○
に
す
る

❸
雨
や
日
光
を
避
け
る
た
め
に
差
す
も

の
❺
地
図
上
で
東
西
は
経
度
、
南
北
は
○

○
❻
機
械
や
議
論
が
空
回
り
す
る
こ
と

❼
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
○
○
○
ル

ー
ム

❾
首
や
み
ぞ
お
ち
は
人
体
の
○
○
○
○

○
で
す

13
他
に
何
も
ま
ぜ
な
い
醤
油

15
精
も
○
○
も
尽
き
果
て
る

16
○
○
は
異
な
物
、
味
な
物

17
ま
っ
た
く
白
い
こ
と
。
純
白

18
ほ
ほ
え
み
、
笑
顔
を
表
す
英
語

19
粗
末
で
質
の
悪
い
こ
と
。
○
○
○
品

21
融
解
と
は
○
○
○
が
液
体
に
な
る
現

象
23
合
わ
せ
る
○
○
が
な
い
。
○
○
色
を

窺
う

25
彼
と
は
不
思
議
に
○
○
が
合
う

応
募
の
方
法

　
「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場
名
」

「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、
メ
ー
ル
か

は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の

感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と
や
近
況
な
ど

を
一
言
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言
は

「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１
大
阪
市
北
区
天

神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連
「
お
お

さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
７
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２
６
年

９
月
号
の
紙
面
に
掲
載

４
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
６
年
４
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
カ
ン
ゲ
イ
カ

イ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
は
が
き
４

通
、
メ
ー
ル
44
通
合
計
48
人
か
ら
解
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の
５

人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
森
下　

浩
子
（
堺
市
職
労
）

▼
鍵
本　

建
次
（
岸
和
田
市
職
労
）

▼
椎
谷　
　

正
（
枚
方
市
職
労
）

▼
小
原　

知
里
（
門
真
市
職
労
）

▼
岡
村　
　

健
（
吹
田
水
労
）

　貝塚市職労は６月14日、組合結成80周年記念式典を
貝塚市役所内で開催しました。保育所支部メンバーの
勢いある「大漁太鼓」でオープニング。古川委員長は
「80年の大きな節目を迎え、改めて市職労の歴史の重
みを実感した。一人ひとりの力は小さくても、受け継
がれてきた団結の力を結集することで、よりよい未来
を切り開き、次の世代に引き継いでいきたい。小さな
声に真摯に耳を傾けて、市民サービスを支える仲間た
ちが、元気に、楽しく、やりがいをもって働き続けら

れる職場づくりに全力を尽くす。100周年に向けて新
たな一歩を踏み出していこう」と力強くあいさつ。来
賓の牛尾貝塚市長から「市が発展していくため、職員
・組合員の協力は不可欠であり、よい未来をめざすた
めにも、お互いに協力しあいながらすすめていきた
い」と祝辞があり、良好な労使関係を感じさせます。
元委員長の阪口勇さん（貝塚市議）は、「組合の運動
の重要性や意義を理解し、組合員や市民のための活動
を通じて議員として礎を築くことができた」と熱い思
いを語り、大阪自治労連各単組や地域の労働組合など
多くの出席で盛大に行われました。

貝塚市職労結成80周年記念式典

たたかいの歴史を振り返り
想いを紡ぎ、未来を拓く 　

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10

11 12 13 14

15 16

17 18

19 20 21

22 23 24 25

26 27

ジタイ タコイト
カネカシ シヨウ
ヨビ ユカ カゲ
ウ ケンリキン
ハイランド エ

タイ イト シン
コイシ ウキヨエ
クローク キテイ

４月号の解答
「カンゲイカイ」

〈火災共済支払共済金〉
火災一部焼損（パソコンの被害）………162,000円
（見積書または領収書に基づく実損額）
火災臨時費用…………………………… 24,300円
（火災共済金の15％）
合計………………………………………186,300円

断然安い掛金断然安い掛金

★詳細は組合書記局まで
　お問い合わせ下さい　

まさか

の備え

〈自治労連共済の特徴〉
①全国一律の安い掛金で大きな保障
　自治労連の火災共済は、基本掛金の中で、火災はもち
ろん、落雷や車の飛込み、風水雪害、地震の場合のお見
舞い金までワイドに保障しています。
②風水害特約（地震等見舞金付）で備えを拡充
　基本型に風水害特約（地震等見舞金付）を付帯するこ
とで、風水害や地震の際に上乗せしてお支払い。家財の
被害についても対象です。

火災共済にぜひ加入を

落雷でパソコンが壊れた！

500円円（耐火は250円）（耐火は250円）で最大で最大1000万円万円の保障！の保障！
１口（掛金：木造等５円・耐火2.5円）につき10万円保障（全焼の場合）

月 掛 金
たったの

<加入例>

月額掛金 構造 借家にお住まい 持ち家にお住まい

500円 木造等 家財の保障　　　

1,000万円
家財の保障　　　

 400万円
建物の保障　　　

 600万円250円 耐火

（家財の加入があれば対象になります）（家財の加入があれば対象になります）

保障額は居住面積・家族の人数により設定できます。最高限度は建物
4,000万円、家財2,000万円まで。

〈たとえば〉


